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No.117　サルハマシギ（旅鳥）
　全長21.5㎝、春と秋の渡りの季節に河口干潟や水田地帯で下

に曲がった長いくちばしを小刻みに動かし、ゴカイ類や小動物

を捕食しています。春にはレンガ色の夏羽が美しく、名前の由

来は猿の顔のように赤いハマシギという意味で付いたといわれ

ています。西条では禎瑞や高須の水田で稀に見られています。

■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年３月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,363 人（－ 4 0 6 人）
　男　53,999 人（－ 2 0 5 人）
　女　58,364 人（－ 2 0 1 人）
世帯　49,762 世帯(＋ 1 0 世帯）

桑名正子（くわなまさこ）

西条市壬生川出身の洋画家。

1975年からフランスへ渡り、

現在はパリを中心に活躍して

いる。今年８月には五百亀記

念館で展覧会を開催予定。

　パリは世界の憧れの都である。文化、芸術に

関しては昔も今も変わらず世界をリードする存

在である。私のパリのアトリエの前から出るバ

スに乗ればルーブル美術館に直行できるという

環境にいる。

　パリに単身渡り人生の大半を過ごすことに

なったわけだが、外から故郷を思う時その素晴

らしさを改めて発見できる。

　フランス人に日本のどこから来たのかときか

れることがある。四国だと答えると、ああ、あ

の小さな島のことね。とかいわれるが、つい

ふるさと自慢をしたくなってしまう。山が近い。

海が近い。海の幸、山の幸が豊富で、おいしい

水が地下からわきでてくる。こんな恵まれた条

件の土地はちょっと他にはないと思う。山あり、

海あり、のどかな田園風景ありだが商業施設的

にも大きな利便性を兼ね備えている。

　パリという古いものを大事にする環境にいる

と、ふるさとの古き良き時代の面影を残す町並

みや伝統は実に新鮮で魅力的に感じられる。
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